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インドネシア・スメル火山の噴火履歴と事象系統樹

Eruptive history and event tree of Semeru volcano, Indonesia
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　スメル火山はインドネシアの中でも最も活動的な火山の一つであるが，噴火履歴については不明な点が多

く，活動が活発化した際の推移予測のための基礎データは十分に揃っていない。近年では5-7年毎に比較的規

模の大きな火砕流を伴う噴火が発生しているが，過去には噴煙柱を形成する大規模な噴火も発生している。ま

た1884年以降，大規模なラハールが少なくとも5回発生しており，このうち1909年噴火では東方35 kmに位

置するルマジャン市が甚大な災害を被った経緯もあり，周辺地域では火山災害も懸念される。本研究では地質

学的・岩石学的解析，年代測定，文献調査をもとにスメル火山の噴火履歴および噴火様式・推移の特徴を明ら

かにし，噴火推移予測のための事象系統樹を作成することを目的としている。スメル火山の主に南東から南西

麓，北麓で行った地質調査の結果，山頂または山腹からの比較的規模の大きな爆発的噴火に由来する降下火砕

堆積物と火砕流堆積物が複数存在することやそれらの発生年代が明らかになった。11世紀以降現在までは山頂

からの安山岩質マグマによる噴火が主体で，このうち15-16世紀頃の活動では南西側に厚い降下スコリアを堆

積させ，一連の活動により発生した火砕流がこの地域の遺跡を埋没させた。この時期の堆積物の層序構築に

は，13世紀のリンジャニ火山噴火に伴う広域テフラも年代指標として重要な役割を果たしている。一方，山腹

噴火を示す地形や堆積物が多数存在するが，これらは3-11世紀頃の玄武岩質マグマによる活動によるもの

で，溶岩流出に続いて爆発的噴火へ移行し山腹でも火砕丘を形成する活動があったことがわかった。またこの

時期には山体北側の火砕丘や溶岩流の活動もあったと考えられる。3世紀以前には安山岩質マグマによる爆発

的噴火が山頂から発生した。山頂噴火は少なくとも過去およそ2000年間は安山岩質マグマに限られる。この

ようにスメル火山の活動は，19世紀以前には現在の活動を大きく上回る規模の噴火が繰り返し発生したこ

と，山腹噴火が噴火様式の重要な一形態であること，安山岩質マグマ（SiO2 56-61 wt.%）と玄武岩質マグマ

（SiO2 46-53 wt.%）のバイモーダルな活動により特徴付けられることなどが明らかになった。一方，山体形

状や火口地形，溶岩流/ドームの規模の把握は，火砕流の規模やその流下方向を推定する上で重要であるた

め，衛星画像やドローンによる画像・映像をもとに現在の山体地形の特徴や火口状況を把握し，また過去の火

口位置とその移動方向や開口方向の変化についても整理を進めている。噴火事象系統樹は，近年の山頂での繰

り返し噴火に加えて，地質学的解析から明らかにした過去の大規模噴火や火口形状や位置についても考慮した

ものにする必要がある。
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